


お子さんの成長を一緒になって支えています
症状を伝えられない０歳児から家族に寄り添い
小児科特集

菊地 顕
小児科 副部長

仲 裕美子
小児科 部長急性疾患が多い小児治療は、正確な診断と日頃のケアが重要です。特に宇治武田病院小

児科では、お子さん・ご家族の身近な医療機関として治療を提供するのはもちろんのこと、
今後の成長に伴うアドバイスや新しい薬の情報など広くご相談に対応することで、安心
ある地域の小児医療の向上に務めています。今回は、同科の仲裕美子部長と菊地顕副部
長にお話を伺いました。

小児科の対象は何歳でしょうか。また、どのよう
な治療ニーズが多いのでしょう。

　小児科の対象となるのは、生後間もない０歳
児から成人までで、一般的には中学３年生（15
歳）までを診療の中心としています。ただ、慢性
疾患や相談内容によっては、成人になってもかか
りつけ医として診療を行うケースもあります。

特に治療ニーズを感じるのは土曜日の診療で
す。やはり核家族化や共働きが進んだことで、
「土曜日に診てもらえるので助かる」との声が大
きくなっています。こうした状況を背景に、土曜
日は二診制をとっており、熱発したお子さんの治
療をお待たせしないよう、シフトを組み対応して
いるところです。

仲

小児科の特徴について、とくに難しいのはどう
いった点でしょうか。

グループで急性期を担う武田総合病院が対応しま
す。また当科は京都府立医科大学と密接な連携を
とっており、日頃のケース相談はもとより、高度な
対応が求められるケースでは、同院へのスムーズな
紹介を行っています。

小児科は非常に広い疾患に対応する特異な診療
科ですが、これは全般にわたって治療を行うという
意味ではありません。当院ではファーストタッチで
求められる対応を行い、必要に応じて高度な医療機
関と連携することで求められる役割を果たしていま
す。また、起立性調節障害（OD）や過敏性腸炎
（ＩＢＳ）をはじめとする慢性疾患についても、お
子さんの成長を見守りながら、適時、必要な医療を
ご提供しています。

病院として地域における小児医療の役割をどのよ
うに考えていますでしょうか。

　宇治武田病院は、CTやMRIなど高度な検査機
器はもちろん、血液検査や尿検査に素早く対応する
のが病院としての一つの特徴です。さらに軽症例に
ついては、入院機能も果たしています。この軽症
は、「夜中に急変しないであろう安定した状態」で
あることが一つの目安です。重篤な場合は武田病院

仲

地域との連携について、先生方へメッセージをお
願いします。

　　感染症など一般小児領域のほか、非常勤の
先生の協力を得て小児神経、小児アレルギーにつ
いても対応しています。お子さんの将来とご家族
の健康を第一とし、一緒になって地域医療を担う
考えです。是非、お気軽にご相談ください。

予防接種外来

予約制　火曜日 午後13:30・16:00

最近では接種が必要なワクチンの種類も増えて
いますが、同時接種も可能です。インフルエン
ザワクチン接種時期には、接種日枠を増やし対
応しています。接種スケジュールなどわからな
いことがあればご相談ください。

予約制　木曜日 午後13:30

乳児健診と子育て相談

10カ月健診を中心に乳児健診を行っています。
感染性など病気のお子さんと接触することなく
安心して受診いただける環境です。また子育て
相談についてもお気軽にご連絡ください。

菊地

　　大人の患者さんと異なり、赤ちゃんや幼少
児は「痛い」「つらい」といった言語化ができま
せん。成長しても、上手く表現できないケースが
多くみられます。このため我々小児科医には、洞
察力を伴う非常に繊細な診療が求められます。そ
のためにも、お子さんには「味方」であると感じ
ていただけるよう注意を払っています。そしてご
家族・保護者さんには、どのような疾患なのか
を理解していただき、治療方針や日頃、どのよ
うなケアが必要かなど、丁寧に説明するよう心
掛けています。疑問が残らないよう、よくお話
を伺い、分かりやすく説明することが重要と
思っています。

菊地

小児科について

予約

予約がなくても受診は可能ですが、電話予約い
ただければよりスムーズな診療が可能です。

予約優先制
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